





























































　以下に述べるバンテアイ・クデイ Banteay Kdei と
いう寺院遺跡はアンコール遺跡群の一つであり、アン













ル遺跡国際調査団 ( 以下、調査団と記す）が 1991 年
から建築および考古学両分野の調査を継続実施して
いる。筆者が初めて参加したのは 1994 年 8 月である
(3)。アンコール遺跡では、1993 年 12 月以来、各国
政府および関係機関によるアンコール遺跡修復保存
のための国際調整会議（International Coordinating 
Committee for the Safeguarding and Development of 
















































































































がりを持っているバンテアイ ･ クデイ北側のロ ･ ハー






























1 回目は既に述べたように 2008 年 2 月 26 日、第 2












回目を 2009 年 8 月 29 日に実施する運びとなった。
　今回招待したのはサマキ・サハコム小学校、シハヌー
金沢大学考古学紀要 32　2011,　57-63.　カンボジア、アンコール遺跡におけるパブリック・アーケオロジーの実践 :1999-2009
− 60 − − 61 −
ク博物館から直線距離で 1 キロ半ほど離れている (9)。
全校児童数は 146 人で（男女比は 1:1）、その中から









































































































































して 1995 年 10 月から 1997 年 7 月にかけてプノ









(4) 現在（2009 年）も年 2 回開催されているが、開催
地はいずれもシアムリアプである。
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1. バンテアイ・クデイ東門 2. 現地説明会を見学する小学生
3. 発掘現場を見学する小学生 4. 塗り絵に挑戦する
5. タニ窯跡博物館
6. タニ窯跡分布
